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予算決算及び 会計令等の一部を改正す る政令のー
部を改正す る政令 （220) 7・13

条 約
教 育的・科学的及び文化的資材の輸入に関 す る協定（9)

6・17
府 令

思給法等の一部を改正 す る法律の施 行に伴う恩給年額の
改定及び請求手続に関す る総理府令 （総理20) 6・ 2

省 A 
守3

学校教育法施行規則の一部を改正す る省令
（文部 18) 6・ 1

司II A、守宮

文部省健康安全管理規程の一部を改正す る訓令
（文部28) 6・22

大蔵省所管固有財産取扱規則の一部を改 正す る訓
令 （大蔵7) 7・27

規 員。

職員の災害補償の一部を改正 す る規則 （人事 院
16-0) 7 ・ 1
俸給の特別 調整額の一部を改正す る規則 （同9
-17) 7・22
特殊勤務手当の一部を改正 す る規則 （同9- 30)

// 

学 内 規 則

富山大 学学則の一部改正

富 山大学学則の一部を改正す る学則を次のように制定す
る。

昭和 45年6月 5日
富 山大学長 後 藤 秀 弘

富 山大学学則の一部を改正す る学則
富 山大学学則（昭和 25年1月20日制定） の一部を次のよ

うに改正す る。
別表 第1 中， 工学部 電子 工学科欄の講座または学科目の

項のうち「ム応用電子工学」の次に 「ム電子回路工学 」
を，同 （共通〉 欄の講座または学科目の項のうち「ム応用

物理学」の次に「ム応用 数学」を加える。
別表 第 3を次のとおり改 める。
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三三空＿I一一三－－�一三�－竺国竺豆
！ 文 学 科 I 60名 I 240名文理学部 ！ 一一一 ← ー一 一一一 一 一一一｜ ト一一一一
i 理 学 科 I 125名I soo名

小学校 教 員 養 成 課 程I 100名I 400名
教育学部！ 中学校 教 員 養 成 課 程 ｜ 50名 I 200名

i i養護学校教員養成 課程 1 20名 ｜ 80名

竺出土竺一 学 科 ｜一旦主｜ 吋
l 薬 学 科 I so名 I 200名薬 学 部｜ ｜一一一一｜
｜製 薬 化 学 科 I so名I 200名

電 気 工 学 科 I 50名I 200名
工 業 化 学 科 I 40名I 160名
金 属 工 学 科 I 40名I 110名

工学 部 ｜ 機 械 工 学 科 I so名
· 1 210名

生産 機 械工 学 科 I 40名I 110名
化 学 工 学 科 I 40名I 160名
電 子 工 学 科 I 40名I 120名

合 計 I 915名 13.6 50名
附 則

この学則は，昭和 45年6月 5臼から施 行し，昭和 45年4
月 1 日 から適用する。

富山大学薬学部附属和漢薬 研究施設規

則の一部改正

富山 大学薬学部附属和漢薬研究施 設規則の一部を改正
する規則を次のように制定する。

昭和 45年6 月5 日
富山 大学長 後 藤 秀 弘

富山 大学薬学部附属和漢薬研究 施設規
則の一部を改正する規則

富山 大学薬学部附属和漢薬研究施 設規則（昭和 40年 5 月
21 日 制定）の一部を次のように改正する。

第3条 第3 号の次に次の1号を加える。
(4）病態生化学部門

附 則
この規則は．昭和 45年6 月5日から施 行し，昭和 41年4

月 1 日 から適用する。

富山大学支出負担行為等事務取扱要項

の一部改正

富山 大学支出負担行為等事務取扱要項の一部を改正する
要項を次のとおり制定する。

報 第127・128号
昭和 何年7 月1 日

富山 大学長 後 藤 秀 弘
富山 大学 支出負担行為等事務取扱要項の
一部を改正 する要項

富山 大学支出負担行為等事務取扱要項（昭和39年 4月1
日制定）の一部を次のように改正する。

別紙2 を次のように改める。
JJIJ紙2 支出負担行為書案に添付すべき書類一覧表

｜ 工 事，製 造 ｜ 物品供給，その他
1. 予定価格30.万円I 1.予定価格30万円

未満のものについ ｜ 未満のものについ
て は2 名以上のも｜ て は2名以上のも
の。 ｜ の。ただし 3 万

2.予定価格 が30万｜ 円未満のものにつ
1.見積書 ｜ 円以上 150 万円未 ｜ いて 市場価格 また

満のものについて｜ は通常販売価格 よ
は3 名以上のもの｜ りも低廉で 購入し
と見積一覧表， ｜ 得ることが明確で
（様式第10号） ｜ ある場合はこの限

3. 競争に付して も｜ りで ない 。
入札者がないときI 2. 予定価格30万円
または再度の入札｜ 以上 100 万円未満
をして も落札者が｜ のものについて は
なく随意契約によ｜ 3 名以上のもの。
ったとき， その見I 3.競争に付しても
積書および見積一！ 入札者が ないとき
覧表．（様式第10 I または再度の入札
号） ｜ をしても落札者が

なく随意契約によ
ったときその見積
書および見積一覧
表 ， （様式第10号〉

1.入札書および入I 1.工事，製造の場
2.入札書 ｜ 札一覧表。 （様式｜ 合と同じ。

第1 1号）
3.予定価I 1.予定価格 30万円I 1.予定価格30万円

格 調書 ｜ 以上のものについ｜ 以上のものについ
（内訳書｜ て 必要。 ｜ て 必要。
含む）

4.請負費I 1 • 30万円以上の請
内訳書 ｜ 負について 必要。
（工程表I 2 . 製造請負の場合
含む） ｜ 工 程表は必要ない 。

5 仕様書 I 1 峰。 I i.必要。ただし簡
図面 ， カ｜ ｜ 易なもので 規格容
タログ等i i 量等が明確である

I ! ものは必要ない 。
6.契約書I 1. 契約書を作 成ナ I 1.契約書を作 成す案 ｜ る場合は必要。 ｜ る場合は必要。
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I i 1 · 契約金額30万円 （
I I 以上のも… i

｜ ては必要。ただし1 7 請書案 l ����f'pJJJ(;-j- .Q 
（様式第 場合は除 く。
18号） 2 .契約金額30万円

I I 未満のもので 紛争
｜ の 生じやすい 恐れ；
i : のある場合は必要。 1
I i 1.予定価格 150 万l

I I 円…随！｜ 意契約しようとすt
｜ る場合または予定
｜ 価格 300 万円以上

I I のものを指名 競争
｜ 契約しようとする
｜ 場合は具体的な理｜ 由書が煤。

8初他 ｜

品同守h

1. 契約金額30 万円
以上のものについ

ては必要。 ただし
契約書を作 成する
場合は除 く。

2 .契約金額30 万円
未満のもので 紛争
の 生じやすい 恐れ
のある場合は必要。

1 . 予定価格 100 万
円以上のものを随1
意契約しようとす

る場合または予定
価格 180 万円以上
のものを指名 競争
契約しようとする
場合は具体的な 理
自書が必要。

2. 物品の供給以外
の契約で 予定価格
30万円以上のもの
について前号 1を
準用する。

3 . 物品供給で 予定
価格30万円以上の
ものについては使
用者の選定理由書
（様式第25号 〉が｜ 必要。

4. 契約金額30万円
以上のもので特許
一手販売等特定の
業者と随意契約す

I l る掛町を証
｜ 明するに足る証明

附 則

i I 警および売買実例
I i ならび に定価表等
｜ ｜ が必要。
I I 5.その他そのつど

｜ ｜ 担 当官が必要とす
! る書類。

この要項は，昭和 45年7月 1 日 から施 行し，昭和45年5
月 1 日 から適用する。

富山大 学工 学部規則の一部改正

富 山 大学 工学部規則の一部を改正する規則を次のとおり
制定する。

昭和何年7月3 日
富 山 大学長 後 藤 秀 弘

報 第127・12 8号
富山大学 工学部規則の一部を改正する規則

富山大学 工学部規 則（ 昭和25年12月15日 制定）の一部を
次のように改正する。

別表（1）の機械工学科の表の専攻科目 中
「1 I I 「 ｜ 応用 数学 第 十41応用 数学 ＇6 I を ｜ に改める。

！ l」 ！応用数学 第2 2 
附 則

この規則は，昭和45年7月3 日 から施 行し，昭和45年1
月 1 日 から適用する。

富山大 学大 学院 学則の一部改正

富山大学 大学 院学則の一部を改正する規則を次のように
制定する。

昭和何年 7月17日 富 山 大学長 後 藤 秀 弘
富 山 大学 大学 院学則の一部を改正する学則

富山大学 大学 院学則（昭和42年5 月19 日 制定）の一部を
次のように改正する。

第3条 中，薬学研究科の薬学 専攻の次に「製薬 化 学専
攻」を加える。

第6条を次のように改める。
（学 生定員）

第6条 各研究科専攻別 学 生定員は，次のとおりとする。

1－�Eヱ－竺 ！入学問亙］
薬学研究科 ｜ 薬 学 専 攻 I 1 4名 ｜ 3 4名

｜製薬 化 学 専攻 I 12 名 ｜ 12 名
電気工 学 専攻I 10 名 ｜ 20 名
工 業 化 学 専攻｜ 8名｜ 16名

工学研究科 ｜ 金 属工学 専攻 ｜ 8名 ｜ 16名
｜機 械 工 学 専攻

！

10 名1 20 名｜ 生関工学門 路 ｜ 16名
化学 工 学 専攻 1 8名 i 16名

L一合
_ _!!: I 1s名 I ＿��名 ｜

附 則
この学則は，昭和 45年7月17日 から範行し，昭和45年 4

月 1 日 から適用する。
富山大 学大 学院薬 学研究科規則の一部

改正
富山大学 大学 院薬学研究科規則の一部を改正する規則を

次のように制定する。
昭和 45年 7月17日 富 山 大学長 後 藤 秀 弘

富 山 大学 大学 院薬学研究科規則の一部を
改正する規則

富 山 大学 大学 院薬学研究科規則（昭和 42年5 月 19日 制
定）の一部を次のように改Eする。

別表を次のように改める。
- 3ー
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別 表 授業科目および単位数
専攻課程 （ 授 業 科 目 ！i位｜ 備 考

！ 薬化 学 特 論 I 2 lo印は必修i 薬品 分析化 学特論 ！ 2 I 講義は指導！ 生 薬 学 特 論 I i 2 I 教 官の指導i 生 薬 学 特 論 Il I 2 I 

I I l vc ��4科衛生化 学 特 論I ! 2 I ｜ ｜ 回以上にわ衛 生化 学 特 論Il I 2 I ！ ｜たり8単位
薬 学 専 攻 ｜ 薬 剤 学 特 論 I 2 I 以上。薬品 生 物化学特論I I 2 I ｜ ｜ 実験および薬品生物化学特論］［ ! 2 I 演習は薬学｜ 薬 品 作用 学特論I I 2 I ｜ ｜ ｜特別実験18｜ 薬品作用 学特論E I 2 I ｜ ｜ ｜単位以上おi o薬 学 特別 実 験 1 18 1I 1 よび演習40薬 学 演 習I 4 I ｜ ｜単位以上を（ 組物問吋 2 1 臨 し あ

薬品 合成化 学特論 I 2 I わ せて30単
薬剤製 造 学 特 論 I 2 I 位以上を修

製薬化学専攻 ｜ 生 物薬品製造学特論 I 2 I 得しなけれ
薬品製造工 学特論I 2 Iばならない 。
薬品製造 化 学特論I 2 
0薬 学 特 別 実 験I 18 
0薬 学 演 習I 4 

附 則
この規則は，昭和45年7 月17 日から施行し ，昭和45年4

月 1 日から適用す る。
富山大学大 学院工 学研究科規則の一部

改正
富山大学大学院工学研究科規則の一部を改正す る規則を

次のように制定す る。
昭和45年7 月17 日 富山大学長 後 藤 秀 弘

富山大学大学院工学研究科規則の一部
を改正す る規則

富山大学大学院 工学研究科規則 （昭和42年5 月19日 制
定）の一部を次のように改正す る。

別表 中，機械工学専攻のうち
「 「｜ 課題研究 第一1 4 I を ｜ 課題研究 第一I 6 I 課題研究 第二I s ｜ 課題研究 第二 I10 I 」 」

附 則

に改める。

この規則は，昭和45 年 7月 1 7日から施行し ，昭和45 年4
月 1 日から適用す る。

富山大 学大学院薬 学研究科委員会規則

の一部改正
富山大学大学院薬学研究科委員会規則の一部 を 改正 す

る規則を次のように制定す る。

報 第127 ・128号
昭和45 年7 月17日 富山大学長 後 藤 秀 弘

富山大学大学院薬学研究科委員会規則
の一部を改正す る規則

富山大学大学院薬学研究科委員会規則（昭和4 2年5 月19
日制定）の一部を次のように改正す る。

第2条 第 2号を次のように改める。
(2） 研究科の担 当教 授

附 則
この規則は， 昭和45 年7月17 日から施行す る。
富山大 学大学院工 学研究科委員会規則

の一部改正

富山大学大学院工 学研究科委員会規則の一部を改正す る
規則を次のように制定す る。

昭和45年7 月17日
富山大学長 後 藤 秀 弘

富山大学大学院工学研究科委員会規則
の一部を改正す る規則

富山大学大学院工学研究科委員会規則（昭和42年5 月19
日制定）の一部を次のように改正す る。

第2条 第2号を次のように改める。
(2） 研究科の担当教 授

附 則
この規則は，昭和45年7 月17 日から施行す石。
富 山 大 学 学位規則の一部 改 正

富山大学学位規則の一部を改正す る規則を次のように制
定す る。

昭和45年7 月17 日 富山大学長 後 藤 秀 弘
富山大学学位規則の一部を改正す る規則

富山大学学位規則 （昭和40年1月22日制定）の一部を次
のように改正す る。

この規則中，「及び」を「および」に ，「又は」を「ま
たは」に改める。

第1条 中「 第18条 第3 項」を「 第19条 第2項」に改める。
附 則

この規則は ，昭和45年7 月17日から施行し ，昭和43年4
月 1 日から適用す る。

富山大 学附属図書館閲覧規則の一部

改正

富山大学附属図書館閲覧規則の一部を改正す る規則を次
のように制定す る。

昭和45年7 月17日 富山大学長 後 藤 秀 弘
富山大学附属図書館閲覧規則の一部を
改正す る規則

-4-
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富山大学附属図書館閲覧規則（昭和33年11月 18日制定）
の一部を次のように改正す る。

第2条を次のように改 める。
第2条 開 館時間および休館日は，次のとおりとす る。 た

だし，館長が必要と認め たときは時聞を変更し， または
臨！？寺に 休館す ることがある。
（：） 開館時間

平 日 本館 午前8 時30分から午後8 時まで
薬学専門図書室 および工学部分館

午前8 時30分から牛後 5 時まで
土曜日 全館 午 前 8 時30分から牛後3 時30分まで

(2） 休館日
日曜日および国民の祝日
本学創立記念日 （ 5 月31日〉
年末年始 （ 12月28日から1 月 4日まで ）

前 則
この規則は，昭和 45年7月17日から施行す る。

2 富山大学附属図書館本館時間外閲覧に関す る内規 （ 昭
和35年9月1 日制定〉 は ，廃止す る。

諸 £』= 議

第7回評議会 （6月5日）
（審議事項）

(1） 富山大学学則の一部を改正す る学則の制定について
(2）富山大学薬学部附属和漢薬研究施 設規則の一部を改

正す る規則の制定について
(3) 昭和 45年度教養部授業日程 につい て
仙 名誉教授の称号授与について
（報告事項）

(1) （学士）編 入学について
包） 国大協第3常置 委員会及び東海北陸地区国立大学長

会議の報告について
第1回事務協議会 （6月11日）

（議 題）
(1) 国立大学事務局長会議の報告について
(2) 全国国立大学庶務部 課長会議の報告について
(3) 国立学校 会計部 課長会議の報告につい て
(4）東海北陸地区会計部 課長会議の報告について
(5）文部省会計実地監査につい て
(6）国立学校 施 設担当部課長会議の報告について
(7) 当面の学生運動について

第8図評議会(7月3日）
（審議事項）

(1） 富山大学工学部規則の一部を改正す る規則の制定に
ついて

(2) 名誉教授の称号授与について

報 第127・128号
(3) 教官人事につい て
(4) 昭和 46年度概算要求 （ 案）について
(5) 昭和 45年度教 養部授業日程について
(6）科学研究 費の申 請順位を決定す る 委 員会の設置につ

い て
（報告事項）

(1) 国大協へ回答す る学寮問題に関す る泊、見調整につい
て

(2) 国 大協総会ならびに国立大学長会議につい て
第1回大学院委員会(7月6日）

（審議事項〉
(1) 富山大学大学院学則の一部を改正す る学則 （ 案）に

つい て
(2) 富山大学学位規則の一部を改正す る規則 （ 案）につ

い て
(3) 富山大学大学院薬学研究科規則の一部を改正す る規

則 （ 案）について
（ω 富山大学大学院工学研究科規則の一部を改正す る規

則 （ 案）について
(5) 富山大学大学院工学研究科委 員会規則の一部を改正

す る規則 （ 案）について
(6) 富山大学大学院薬学研究科委員会規則の一部を改正

す る規則 （ 案）につい て
(7) 富山大学受託研究員規則 （ 案）について
(8) その他

μ） 富山大学大学院推せん 入学問題について
（ロ） 富山大学大学院講座の公開問題について

大学問題対策本部会議(7月6日）

第2園事務協議会(7月9日）
（議 題〉

(1) 人事管理について
第9回評議会(7月17日）

（審議事項）
(1) 富山大学附属図書 館閲覧規則の一部を改正す る規則

の制定について
(2) 富山大学附属図書館図書選定 委 員会規則 （ 案）につ

いて
(3) 富山大学大学院学則の一部を改正す る学則の制定に

つい て
凶 富山大学大学院工学研究科規則の一部を改正す る規

則の制定について
(5) 富山大学大学院工学研究科規則の一部を改正す る規

則の制定について
(6) 富山大学大学院薬学研究科委員会規則の一部を改正

す る規則の制定につい て
(7) 富山大学大学院工学研究科委員会規則の一部を改正

す る規則の制定につい て
(8) 富山大学学位規則の一部を改正す る規則の制定につ

RJ
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(9) 宮山大学受託 研究員規則の制定について
(3) 富山大学大学院 ヱ学研究科 推せん 入学について

大学問題対策本部会議(7月24日〉
(10) 昭和 46年度富山大学入学者選抜学力検査実施 教科 ，
科目について

第10回評議会(7月27日）
（審議事項〉

大学問題対策本部会議(7月17日）
第2回大学院委員会(7月17日）

(1) 昭和 45年度特別 昇給定数（教 官）の 配分について
(2） 経 済学部人事問題について

（審議事項） 第3園事務協韻会(7月29日）
（議 題）(1) 昭和46年度富山大学大学院薬学研究科（修士課程）

学生募集要項について
(2) 昭和 46年度富山大学大学院工学研究科（修士課程）

学生募集要項について

(1) 昭和 45年度特別 昇給定数（事務系 ）について
(2) 富山大学受託 研究取扱規則の制定について
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文理 学部長の改選

報

5 月 13日に開催 した教授会における西山文理学部長の 辞
任申 し出に 伴う文理学部長候補者選挙は ，6月3 日文理学

部会議室で行なわれ， 選挙の 結果， 高瀬重雄教授が選ばれ，
6月20日付け で文理学部長に就 任した。 高瀬学部長は ，昭
和7 年3月 京都帝国大学文学部史学科卒業後 ，引き続き同
大学大学院に 5 カ年在学した。 その後 ，大 阪商科大学講師
立命館大学法 文学部教授，高岡工業専門学校教授などの職
を経て ，昭和2 4年6月富山大学文理学部教授とな り現在に



昭和45年 6月・7月 学

至った。
この間，本学において は附属図書館長，学生部長，文理

学部長および評議員 などを併任，と くに文理学部長として
は，昭和32年9月から 38年8月まで 連続 3 期および昭和40
年9月から42年8月まで 1 期をつとめ ，今 度は 5 度目の就

任とな った。
また，昭和37年 3月文学博士の学位を授与された。

大 学開放講座の開設

かねて．文理学部岡崎初雄教授のもとで ，一般社会人を
対象とした，ドイツ事情をEしく理解す るため の大学開放
講座開設を計画し， 他学部教 官の協力を得て ，文部省へ実
施 計画案を提出，その 委嘱に基づき聴講希望者を 募集した
結果. 4 1名の聴講申込み者があ り， 7月10日から 下記日程
によ り開講した。

聴講者には女性が約半数を占め ，ノ｝トをとり ながら 熱
心に聴講す る婆が印象的で あ った。

記
講座の名称 ドイツ事情およびヨ』ロッパ事情
開設 期 間 昭和45年7月10日～ 7月30日
開 講日 程 土曜日，日曜日を除 く毎夕午後6 時～8 時
募集 人 員 約60名

会 場 富 山大学文理学部425 番教 室
受 講 料 750円
月 日 ｜ 曜 ｜ 題 名 ｜ 講 師
7 .  10 I ：金 I I ｜ ｜ ドイツの新聞と ｜富 山大学文理学部非13 I 月 ｜ 女性問題について ｜ 常勤講師

14 I 火 ｜ ｜ 菊江・ ウィルヘルム
｜ ｜ ｜富 山大学文理学部教1 5  I 水｜ ドイツ文化の特色｜ 授｜ ｜ ｜ 岡崎初雄｜ ｜ イ ギリスから見た ｜ 富 山大学経済学部助16 I 木 ｜ ドイツ ｜ 教 授
｜ ｜ ｜ 新田隆信

17 I ：金｜ドイツの教 育 ｜ 一一一ードー｜ ｜富 山大学教 育学部助
20  I 月 ｜ ドイツの宗教 ｜ 教授

L」 ｜ 大塚恵一
21 I火｜ ドイツの風俗 ｜ 

22 I 水 i ドイツの自然と ｜ 霊 山大デ教養部助教
｜ ｜シべ1アの自然 ｜ 江2 3  I木｜ ｜ 藤井昭二

海 外 渡

己」
井

野

E
藤

菅

報 第157・ 128号

I i • ツの 青少年 ｜ 富 山主業高 等専門学24 I ：金 I "2 ＂＂＂ 」吋，， ，.. .，..－.， ）.ザ｜ ；校講師｜ ｜ ρ 小 〆町」 .／ v 」 ｜ 中川英世
27 I 月 ｜ ドイツの学問的 ｜ 霊 山大学文理学部教

！ i 風土につ 、て I J.x 28 i 火｜ ｜ 西山勤二

29 I 水 ｜ ド イ ツ文化の特色 ｜ 霊山大学文理学部教
30 ！ 木｜ ｜ 江｜ ｜ 岡崎初相

学 位 取 得 者

取 得 者 薬学部 講師 山口紀晃
取得学位 薬学博士
取得年月日 昭和45 , 3, 2 3  
学位論文 水晶体カプセルの 膜透過と 膜電位に関す る物

理化学 的研究
取 得 者 文理学部 教授 田 中専一郎
取得学位 理学博士
取得年月日 昭和45 , 4, 10 
学位論文 ある非線型差分方程 式に関す る関数差分方程

式の漸近解について
取 得 者 工学部 助教授 多々静夫
取得学位 工学博士
取得年月日 昭和45 , 5 ,  27 
学位論文 快削性黄銅の被削性に関す る金属学 的研究
取 得 者 教育学部 助教授 新福祐子
取 得学位 医学博士
取得年月日 昭和45 , 6, 9 
学位論文 死亡届からみた滋賀県民の保健衛 生学 的研究

叙 位 叙 勲

（休職文部事務官〉 那智平八郎
正六位に叙す る

（休職文部事務官）勲六 等 那智平八郎
勲五等に叙し瑞宝章を授ける(7月5 日）

休職文部事務官 正六位 那智平八郎
従王位に叙す る (7月5 日）

故休職文部事務官 正六位 那智平八郎
特旨を以て位一級追睦せられる(7月31日〉

航 覧者

同 一 ｜ 助教授 ｜ 外 国 出張 l f -1' '.1)1糊和品鰯事実一 I ：： ： � ： �� I�空軍司｜
延彦 ｜ 薬 学 部 l 助搬 ｜ 外 国出張 ｜ ア メリカ合衆国 ｜ 癌糊の核蛋白質の研究 I :: : �：�� I !5�胃l
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I I I 
品凶ザー

塚崎 幹夫 ｜ 教養部｜講師！ 外国出張

報 第127・128号

フランス

I . ドペイン

フランス政府主催 のフヲ ｜ i 
ンス語研修講 座受講なら i 45. 7. 6 I 
ぴにパリ大学 においてフ l � i � y ;z. )C�:ivfq/G�査叶6. 7. 5 ! 
ソヴィエト連邦毛スクワ i i 

黒坂 市において開催 される 第 l i I 45. 7. 7 ! 9回国際音楽教育会議に l � i 出席 ならびに音楽教育の I 45. 7. 23 I 
視察のため l I 
アメリカ合 衆国とくにカ｜ ｜ 

ヲ頁山 盛彰 アメリカ合 衆国
力十jl.

リフオルエア州の地理学 I 45. 7. 23 I 
的調 査を行ない ， 学術研 ｜ 拍 � . 20 I 究をはかる I I 

l 宇尾野逸作 英語の研究を通じて国際
交流を深める

45 ・ ｝ . 25 1 I 
45. � .25 ! I 

昭和45年度科学研究費補助金交付内定者一覧

文 理学部 教 授 間 野
教育学部 助教授｜加藤寿美子

経済学部 教 授｜菅原 修
0 一般研究D

補助 金額（千円）
750 
40 0 
440 

研 究 課
明清監察制 度の研究
米飯のレオロジーに関す る研究
市場 的諸条件の変化の租税の転嫁に及ぼす 影響の研究

｜ 文国助教授－ ； 高木光司郎1 440 
I

遊恥イ ク ロ波分光
｜ 文理学部 教 授i横山 泰｜ 3 10 I Baeyer一Villi

0 奨励研究A

200 
と部 助教授 杉本 益規 200 

芳香按を合む大環状共役化合 物の合成
水平回転円錐型連続分粒器の試作と応用lア部：尾島

十郎i
工学 部 助教授 官 下 尚 19 0 I 蒸発冷却器の操作条件に関す る研究

0 試験研究（1)

｜ 薬 学 部 教 授 三橋 監物 1. 000 新規モノレフィン類似化合 物の医薬品化への化学 的および薬理学 的研究
。 試験研究（2)

薬 学 部 助教授 上 田 道広

文部省会計実地監査

9 5 0  

昨年の会計検査院の会計実地検査に引き続き本年は文部
省からの実地監査が行なわれた。監査は昨年と異なり学内
紛争も下火となったため 封鎖等の心 配のない状況のうちに
実施 された。 （ただ， 7月 23日は安保自動延長の日で もあ
り学生が騒ぐ恐れもあるので 7月22日の午後は検査場を会
議室 から附属学 校へ移して行なわれた。〕本年度の会計監

医薬品の経 皮吸収に関す る研究

査の 重，�＇事項は 1 ， 会計経理に関す る法令等の適用に関
す る事項 2 ， 予算決算に関す る事項 3，収入支出に関
す る事項 4，債権に関す る事項 5， 物品に関す る事項
6，固有財産に関す る事項 7 ， 委任経理に関 す る 事 項
8，受託研究規程の制定の有無および経理の適 否 9， そ
の他について。

以上のとおり全般 的にその監査範囲は広く更に総合 的に
各部局についても監査されたが結果は何ら指摘および注意

- 8 -
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された事項もなく良好な成績で あった。 なお監査日 程およ
び監査官 ならびに提出調書は次のとおりで ある。
監査年月日 昭和45年6月22日 ～6月 24日
監 査官 経理班 文部事務官 柳 栄建

用 度班 � 森川辰男
総務班 。 斉藤 進
経理班 争 中本 宏

調書 目録 昭和44年度債権現在額調書
。 歳入調書
� 歳出調書
� 学内配賦予算の執行状況調書
� 授 業料調書
� 農場等に関す る調書
� 物品購入修理等調書
� 工事調書
� 受託 研究調書
·� 奨学寄付金調書
� 科学研究費補助金調書
� 固有財産に関す る調書
� 土地建物借入調書
� 外部 団体等に関す る調書

昭和45年6月 1日現在会計事務分掌 表
事務系初任者研修

富 山大学事務系初任者研修は， 6月 1日 （月）から9日
（火）まで の午前中， 職員ホーノレ洋聞で‘行なわれた。
研修は昭和44年5月2 日以降の新任事務系職員を対象に

「基礎知識を与えるとともに勤務能率の増進に資す る」こ
とを 目的として行なわれたもので ある。

研修日程および研修生は次のとおり
6月1日 （月）

開講式， 公務員としての心がまえ （佐々 木事務局長），
国家公務員法について （丸 山庶務部実〉
6月2 日 （火〉

行政組織および富 山大学の泊革ならびに学内規則につい
て （河野庶務 課長）， 特別講義「情報化 時代 におけるコン
ピユータ戸の役割について （田中教授〉
6月3 日 （水）

国の財政と大学予算およひ・経理部の業務について （蓮覚
寺経理部長）， 学生の厚生補導および学生部の業務につい
て （友部学生部次長）
6月 4 日 （木）

特別 講義「人間関係の心理」 （泉助教授）， 電話のかけ
かた （富 山電報電話局 第2 営業課境公報係長）， 午後レク
リエージョン （見学， 広貫堂， 富 山工業高等専門学 校， 北
陸銀行）
6月5 日 （金）

職 員の服務について （木村人事 課長）， 共済組合法 （短

報 昭和45年4月・5月
期給付）について （大木主計 課長）
6月6 日 （土）

富 山大学の施 設関係について （郷倉施設課長）， 接遇に
ついて （Jll原庶務係長）， 職員の任用および給与について
（石野人事係長）
6月8日 （月〉

公文書の取り扱いおよび作 成について（伊東文書係長）
公務災害補償と退職手当および長期給付について （高松能
率係長〉

6月 9日 （火）
孔版技術についてく草島人事係給与 主任）， 図書館の業

務について （永田附属図書館事務長〉 ， 閉講式
（研修生）

庶 務 課 五百崎喜明
施 設 課 吉野 義光
教育学部 北林 恒好
薬 学 部 藤野 広春
工 学 部 地崎 昇， 柴田 利治
教 養 部 常楽 邦雄
附属図書館 山田 正芳

学 内 の 状 況
一学生の動きを中心としてー

6月， 安保自動延長の月 を迎えて， 学生の政治集会は活
発とな った。 各学部自治会は， 安保反対， 6月闘争勝利を
スローガンに， 相ついで 学生大会を開催 し， 工学部は 6月
10日 ， 教養部は 6月13日 ， 薬学部は 6月17日， それぞれ 6
月23日まで の期限付きストに入り， 無 期限スト中の経済学
部， 文 理学部理学科に歩調を揃えた。 文 理学部文学科は，
自治会執行部のスト宣言はあったが， ストに 入れ な かっ
た。 教育学部はストもなく， 平常に授業が行なわれた。

一方学生の暴力傷害事件は， 以前からときどきあり， 憂
慶されていた。

たまたま， 6月 17日反安保全学総決起集会があり， 学内
デモから正門前国道で ジグザグデモを行なった折， 5 月27
日の暴行事件で、手配中の一学生が逮捕されたことから， 学
生は正門前五福派出所に抗議し， 釈放を要求して騒然とな
り， 機動隊が規制して， 学内におしもどしたため ， 学生ら
は正門をバリケード封鎖し， 派出所に対し， 学内から投石
を行ない， 派出所や民家の窓ガラスを破壊し， 警察官， 市
民を負傷させる事件が起った。 そ の後， 過激学生は正門の
み ならず 各門もバリケード封鎖し， 抗議集会を聞いたため
不穏な空気が続いた。

このような状態から， 学長は， 学内の平静と秩序を保つ
ため に， 正門などのパリケ｛ド撤去を決意した。 翌18日，
学長の命令により， 機動陵支援のもとに， 教 職員の 手によ
って排除 された。 その際， 全共闘系の学生の抵抗， 投石な
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昭和45年6月・7月 学

どにより， 若干の職員がけがをした。 しかしこのパリケー
ド撤去によって， 大学の強い姿勢が打ち出されたことにな
り， その後は， パリ封鎖など、は行なわれなかった。

6月23， 反安保全学総決起集会は，午後 1 時すぎから集
会をもち， 約500 名の学生によって， 学内デモに引き続い
て学外デ毛に移った。

学長はこのような状況から， 暴力行為に対する警告と学
内集会など学園の秩序を強く要請する告示（別掲）を6月
24 日朝， 学内に掲示した。

6月23日がすぎ， 期限付きストが終わって， 学内は平静
をとりもどし授業も再開されたが， なお， 文理 学 部理 学
科， 経済学部のストは続いていた。 その後理学科は7月 3
日に学生大会を聞き， 5月8日から入っていたストを解除
した。
経済学部も一般学生によりスト解除の動きはあったが，

ょうやく7月27日の学生大会においてスト解除がきまり，
3月3 日以来続いていた無期限ストは解除され， ここに全
学は一応平静をとりもどし， 全学部授業が行なわれるに至
った。
他方， 経済学部学生による， 単位不認定等違法確認請求

事件として， 富山地裁で審理中の訴訟は， 6月6 日判決が
行なわれ，原 告（学生）の請求はすべて却下された。原 告

側は6月17日名古屋高裁金沢支部に控訴申し 立 て を 行な
った。
昨年7月発足した大学問題対策本部は， 紛争解決のため

に努力を続けてきたが， 学内状勢の変化や学生活動の状況
などから， 大学問題も新段階に入ったため， 7月24 日の対
策本部会議で解散することとなり， 対策本部に常置されて
いた報導委員会は学生を対象とした広報委員会として発足
し， 学生委員会は補導協議会に吸収され， また制度委員会
は大学問題改革準備委員会として独自の構想のもとに再発

足することとなった。
大学紛争の端となった経済学部の教官人事も， 昨年以来

からの懸案であったが， 学長の強い要請と経済学部の努力
によって7月27日の評議会において了承され， 経済学部の

再建に大きく一歩をふみ出した。
以上のように学内は平静をとりもどし， 経済学部も再建

への道を一歩踏み出したが， 学生自治会は， 教養部を除い
て全部全共闘系の学生によってしめられてい る 状態 であ
り， 学生の動きはなお流動的である。

大学の改革は一朝にしてなるものではない。より多くの
衆智をあつめて努力し， 一日も早く具体的方策を進めるこ
とであり， また， 学生とのユミエケージョンのつみ重ねに
よって， 大学が， 真に学問の研究と教育の府たるにふさわ
しlρ平静さと秩序をとりもどすよう， 教職員， 学生の強い

決意が望まれる。

告 示
今日の政治問題， あるいは大学問題について， 諸君が種

報 第127・128号

々の立場から意志を表明することは当然であるだろう。そ
れが大学人にふさわしい平静な態度でなされる隈り， 批判
も抗議も問題ではない。しかし， 昨今のように， 度重なる
警告を完全に無視して， 学園内における言論の自由はおろ
か， 生命の尊貴さえ危ぶまれるほどの暴力を伴なう政治活
動， 抗議行動については， いかなる理由を掲げようと， と
うてい容認しうるものではない。 角材， 鉄パイプをかざし
て構内を横行し， 本来， 静穏であるべき学園をスピーカー
の騒音で乱し， 学内の備品を勝手気ままに持ちだして通路
さえ遮断するなど， 学園の生活を破壊するような行動は大
学人として許されるべき事柄ではない。 学園にこのような

憂慮すべき事態が続く限り， 今後， 刑事事件ともなりかね
ないいっさいの無法な行動に対しては， 遺憾ながら， その
つど警察力による取締りを要請することもやむを得ない。

大学の改革は一夜にして成るはずはなく， 多 く の資料に
基づく思慮深い検討と， これまでにも指摘されたいくつか
の問題点への反省を通して全学の学園正常化に問う努力の
中から， 長期にわたって細心に計画されなけ ればな らな
い。政治的闘争を背景とする罵声や怒号の中から大学改革
へ通ずる道はない。

なお， 当分の閑， 特別の許可なくして， 夜間9時半から
朝8時まで， 学外者はいうに及ばず， 学生の五福地区大学

構内への立ち入りを禁止する。
昭和45年6月2 3日

富山大学長 後 藤 秀 弘

文部省共済組合北陸地区体育大会

昭和45年度文部省共済組合共同事業北陸地区体育大会〔
富山， 石川｜， 福井各県の大学， 高専および商船の7校〉は
7月30日， 31日の両日福井大学で、行なわれた。本学からも

選手50数名が参加して， 炎天下熱戦をくりひろげた結果，
卓球と排球があと一息というところで優勝を逸した。4 種
目の成績は下記のとおりである。

記
野球 優勝 福井大学 次勝 金沢大学

富山大学は準決勝戦で福井大学に惜敗
庭球 優勝 金沢大学 次勝 福井大学

富山大学は4位
卓球 優勝 福井大学 次勝 富山大学
排球 優勝 金沢大学 次勝 富山大学

学 内 釣大会・排球大 会の 開催

釣 大 会
日時 7月5 日（日〉午前5 時～11時

場所 新湊市新湊漁港沖
入賞 一位 福山 浩（施設）二位 富田龍二 （施設）

三位 奥井三郎（経理）四位 南 立作（工〉
豆位 刈賀春樹（工〉六位 水沢英男（文〉
七位 吉野義光〈施設）八位 早崎寛威（経理）

参加者 30名
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昭和45年6月・7月
排球大会

日 時 7月11日 （土〉午後O 時30分～
場所 新体育館
入賞 優勝 文理 ・教養チ戸ム

,l1.l. 守・

次勝 本部チーム 三勝 工学チ戸ム

｜ 文部事務官那智平八郎氏逝去｛
前附属図書館事務長 文部事務官那智平八郎氏はかねて

病気治療中の処， 7月5 日自宅において逝去された。
氏は昭和18年7月旧制富 山高等学校 嘱託として勤務後昭

和24年間高等学校 が富 山大学に包括されるや文理学部厚生
補導係長， ついで ， 昭和31年5 月附属図書館事務長を命ぜ
られ， 昭和44年3月まで附属図書館の管理運営に当たった
が， 同年4月病気休職と なり今日に至った。

昭和45年7月31日付従主位， 勲五等瑞宝章を授与せられ
た。 享年 54 才， 富 山市出身

職 員 消 息
＜新任者＞

文理学部
文部技官 山根重孝

薬 学 部
助 手 室 郁子

工 学 部
事務補佐員 高田喜美子
＜改 姓＞

薬 学 部
文部事務官 石黒諒子 （旧姓・永森）
＜住所変更＞

教育学部
教 諭 岡本公一

薬 学 部
文部事務官 石黒寿子

工 学 部
助 手 伊藤紀男
文部事務 官 山本悦子

lj 石坂淳子
経営短期大学部

講 師 西門正己

王 要 日 誌

本

6月
1 ～ 9日 事務系 初任者研修会

3 日 東海北陸地区国立大学長会議 （於三重大学）
4 日 補導協議員と学寮補導委員との合同会議

報 第127・128号
5 日 第7回評議会 11日 第1回事務協議会

補導協議員と学寮補導委員との合同会議
12日 レクリェーション委員会
18日 認定講習 委員会 20日 施 設整備委員会

22～24日 文部省会計実地監査
25日 授業料減免選考委員会 補導協議会

26～27日 45年度国立 大学協会総会 （於国立教育会館）
29日 文部省国立学長会議 （於国立教育会館）

7月3 日 第8回評議会
4 日 第22回北陸三大学学生総合体育大会（於福井大

学）
5日 学内釣大会
6 日 第1 回大学 院 委員会 大学問題対策本部会議

7～ 9日 文部省共済組合監査
9日 第 2回事務協議会
10日 入学者選抜方法研究 委員会
16日 補導協議会
17日 第2 回大学 院委員会 第9回評議会

大学問題対策本部会議
24日 大学問題対策本部会議 27日 第10回評議会
29日 第3 団事務協議会

30～31日 昭和45年度文部省共済組合共同事業北陸地区体
育大会（於福井大学）

｜ 文 理 学 部 ｜
6月3 日 教授会， 次期文理学部長候補者選挙

5日 理学科教官会議 8 日 教授会
1 0日 学部対策委員会の学生 委員会
17日 学部レクリェーション 委員・ 真卒会役員合同委

員会
20日 文理学部長に高瀬重雄教授発令
22日 昭和45年度文部省会計実地監査
26日 理学科教 官会議

7月 1 日 教授会 人事教授会 学部職業補導委員会
3日 理学科学生大会 （スト解除 決議）
4 日 立 山研究室 運営委員会
13日 文 学科授業終了 （12週〉
15日 教授会 立 山研究室 開設
18日 理学科授業終了 （3 年次 1 週 4 年次3 週）
22日 哲学選考 委員会
25日 文理学部同窓会理事会

｜ 教 育 学 部 ｜
6月
2 ～3 日 日本教育大学協会北陸地区第 2 部会家庭科研究

協議会
3 日 教務 委員会 教授会 人事教授会
4 日 教育実習委員会

4 ～ 5 日 北陸地区教 員養成学部 （分校）事務長協議会
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昭和45年 6月・7月 学

8日 附属中学校研究協議会
10日 学部図書委員会 教授会 附属 中学校遠足

10～11日 日本教育大学協会 第 2部会評議員会
1 1日 紀要編 集 委員会 17日 教務 委 員会 教授会
18日 附属小学校授業参観
19日 附属中学校授業参観
22日 文部省会計実地監査
24日 学部図書委員会 教務 委員会 人事教授会
25日 呉山会理事会

7月 1 日 教授会 教務委員会
5日 人事教授会 7 日 補導委員会
15日 養護学校教 員養成 課程検討委員会
16日 予算 委員会 18日 附属幼稚園終了式
22日 教授会 教務 委員会 学部図書委員会

22～23日 附属 中学校林間学校
23日 人事教授会 附属小学校終了式
24日 養護学校教 員養成 課程検討委員会
25日 附属中学校終了式 26日 夏季休業
27日 補導委員会

29～31日 附属小学校林間学校
．経済学 部｜

6月 1日 経 済学部長候 補者選挙 第6回数授会 第6 回
教務 委員会 4 日 第7回教授会

10日 経 済学部長候 補者選挙 第 8回教授会
13日 第 9回教授会 経 済学部長候 補者選挙
15日 第 7回教務委員会 22日 第 8回教務 委員会

7月 1 日 第10回教授会 第9回教務 委員会 学生大会
4 日 第1 1回教授会 6 日 第 12回教 授会

第10回教務 委員会 7日 第 13回教授会
8日 学部集会 （団交）
15日 第 14回教授会 第 11回教務委員会
21日 第15回教授会 24日 第16回教授会
27日 学生大会 （無期限ストライキ解除決議）第17回

教授会 第 12回教務 委員会
29日 第 1回人事教授会 授業再開
薬 学 部｜

6月 1 日 新学期開始
2 日 和漢薬研究施 設運営委員会
3 日 教授会 9日 補導委員会 10日 教授会
13日 共同利用研究施 設管理委員会
15日 教授会 1 7日 教授会
24日 教授会 文部省会計実地監査

7月 1日 教授会 薬学研究科委員会
7日 和漢薬研究施 設運営委員会
8日 教 授会 薬学研究科委員会
9日 図書委員会 10日 レクリェーション 委員会
16日 図書委員会 22日 教授会

報
27 日 夏季休業

28～30日 日本薬学会 （於北海道大学〉
｜ 工 学 部｜

6月 1 日 学部学生（補導 〉委員会
3日 一 般教授会 専任教授会
4 日 工場運営に関す る準備委員会
6 日 学部学生（ 補導）委員会
8日 一般教授会
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10日 一般教授会 学部学生〈補導）委員会と教務 委
員会の合同会議 1 1日 一 般教授会

17日 研究科委員会 専任教授会
18日 教 職員懇談会
22日 学部学生（ 補導）委員会
24日 文部省会計実地監査 30日 日本脳炎予防接種

7月7 日 日 本脳炎予防接種 （ 第 2回 目）
8日 学部 学生（ 補導）委員会 一般教授会
15日 専任教授会 研究科委員会
28日 学部レクリェーション委員会

｜ 教 養 部｜

6月 3日 教授会
10日 教授会 教授のみの教授会

13～23日 学生ストライキ 17日 教 授会
24日 教授のみの教授会 7月 8日 教授会
15日 定期健康診断 教授のみの教授会

17日 1 年生夏季休業 2年生2 期授業開始 （ 前年度
後期継続分）

22日 教授会 図書委員会
25日 2年生2 期授業終了
27日 2年生2 期試験開始 29日 教授会

｜附属図書館｜
6月 2 日 事務 打合会

3日 図書館職員研修
4 ～6 日 国立大学図書館協会理事会

10日 図書館職員研修 16日 事務 打合会
17日 図書館職員研修
24日 文部省会計実地監査 29日 図書館商議会

7月4 日 火災報知機点検
5 日 那智平八郎前事務長逝去
6 日 リフト点検 7日 事務 打合会
13日 レファレンスルーム小 委員会
21日 事務 打合会 24日 図書館商議会

｜経営短期大学部｜

6月22日 文部省会計実地監査
30日 第 10 回国立短期大学協議会総会 （ 於国立共済会館）

7月9日 第6 回教授会
11日 球技大会 （短大学生）
20日 第7回教授会
22日 夏季休業
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